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１．活動内容 

1) 真空断熱材の開発 

 賢材研メンバーで実施した NEDO「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発（2007-2011 年度)」
の研究成果を基に開発を継続しています。その後、NEDO「太陽熱エネルギー活用型住宅の技術

開発」の開発ステージ(2012/6-2013/12 月)では量産技術を検討し、後半の実証ステージ(2014-2016
年度)では OM ソーラーグループへ窓用断熱間仕切り向けのサンプル供給を行いました。今期で終

了し、結果は解析中です。規格については、真空断熱材 JIS/ISO 国内委員会(2014-2016 年度)が
今期で終了し、JIS 原案 1 件(真空断熱材パネルの断熱性試験方法)、JIS 骨子 2 件(製品規格、長

期変化試験方法)を作成しました。ISO は発行期限が 2018/5 月であり、何らかの形で JIS 作成と

ともに検討が継続される予定です。 

2) 愛知県重点研究プロジェクト：高齢者が安心快適に生活できるロボティックスマートホーム 

 愛知県の第Ⅱ期重点研究 PJ「次世代ロボット社会形成技術開発プロジェクト(2016-2018 年度)」
が開始され、サブテーマ「高齢者が安心快適に生活できるロボティックスマートホーム(PL：藤田保

健衛生大・才藤先生)」に参画しています。この PJ では UR 豊明団地内にモデルハウスを設置し、

第Ⅰ期 PJ で開発した尿塩分センサなどの実証試験を次年度から実施する予定です。 

3) 高度分析装置を用いた材料評価 

 高度分析装置(シンクロトロン、TEM、オージェ、XPS など)を用いて樹脂、セラミックス、金

属などの微細構造解析を継続しています。しかし、シンクロトロンを用いても Ag を含有する抗

菌セラミックスの Ag の構造モデルが確定できないため、スパコン「京」により第一原理計算を

実施しています。現在、XAFS、HEXRD の測定結果との整合性、Ag の電子状態と抗菌性との関

係を検証しています。 

4) バイオフィルム試験法 

 抗菌製品技術協議会（SIAA）のバイオフィルム標準化委員会(2016-2018 年度)に参画していま

す。現在、試験に用いる菌種、静置/流れ、定量法のスクリーニングが進められています。ただ、

菌の付着の前に何が付着しているかを探るのが本質的であり、方法について検討しています。 
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